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塩
山
上
萩
原
に
あ
る
雲
峰
寺
の
庫
裏
で
茅
葺
屋
根
の
葺

き
替
え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
庫
裏
の
屋
根
は
、
切
妻

造
り
茅
葺
き
で
、
平
成
十
一
年
に
部
分
的
な
葺
き
替
え
を

実
施
し
、
十
七
年
が
経
過
し
た
今
年
度
に
屋
根
全
面
の
葺

き
替
え
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
屋
根
は

腐
食
が
進
み
、
雨
漏
り
が
生
じ
る
状
態
で
し
た
。 

雲
峰
寺
の
諸
堂
は
、
室
町
時
代
に
武
田
信
虎
（
信
玄
の

父
）
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
以
後
、
武
田
氏
を
は
じ
め
と
す

る
甲
斐
源
氏
の
祈
願
所
と
し
て
武
田
氏
の
庇
護
を
受
け
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
仁
王
門
、
本
堂
、
庫
裏
、
書
院

は
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
日
の
丸
の
御
旗
、
孫
子
の
旗

な
ど
は
山
梨
県
指
定
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
な
っ
て
お

り
、
貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化

財
は
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
い
つ
ま

で
も
大
切
に
、
地
域
全
体
で
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 今

号
で
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
雲
峰
寺
庫
裏
の
茅
葺
屋

根
葺
き
替
え
工
事
の
様
子
と
雲
峰
寺
の
文
化
財
に
つ
い
て

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
七
月
に
上
条
を
見
学
し
た

団
体
の
様
子
、
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
歴
史
的
風
致
散

策
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 
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工
期 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
～
八
月
末 

 
 

 

工
事
主
体 

雲
峰
寺 

 
 

 

工
事
費 

 

三
三
四
〇
万
円 

 
 

 

工
事
内
容 

茅
葺
屋
根
の
全
面
葺
き
替
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

畳
の
表
替
え 

１．茅葺屋根葺き替え工事前 

２．工事中：下地直し、軒付け作業 

３．工事中：平葺き作業 

４．工事中：平葺き作業 

 

○
雲
峰
寺
の
文
化
財
（
建
造
物
） 

 

○
庫
裏
の
建
造
物
の
特
徴 

 

南
面
か
ら
の
妻
入
り
で
、
正
面
の
妻
飾
り
は
、
柱
や
束
、

蟇

股
（
か

え

る

ま

た
）
、
懸

魚
（
げ

ぎ

ょ
）
、
格

子

欄

間
、
漆
喰
の
白
壁
と

な
っ
て
い
ま
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
加

え
、
左
右
対
称
に
配

置
さ
れ
た
装
飾
意
匠

が
安
定
感
の
あ
る
印

象
を
与
え
、
美
し
い

建
造
物
で
す
。 

  

○
自
然
素
材
の
屋
根
葺
き
材 

 

自
然
素
材
の
屋
根
葺
き
材
に
は
、
ス
ス
キ
や
ヨ
シ
に
よ
る

茅
葺
き
、
檜
の
皮
に
よ
る
檜
皮
葺
き
（
ひ
わ
だ
ぶ
き
）
、
杉

や
檜
の
板
に
よ
る
杮
葺
き
（
こ
け
ら
ぶ
き
）
な
ど
が
あ
り
、

雲
峰
寺
は
、
本
堂
が
桧
皮
葺
き
、
書
院
と
庫
裏
が
茅
葺
き
で

す
が
、
近
年
、
こ
れ
ら
の
自
然
素
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

文
化
庁
で
は
文
化
財
建
造
物
の
保
存
に
必
要
な
資
材
の
供

給
林
及
び
そ
の
技
能
者
の
た
め
の
研
修
林
と
し
て
「
ふ
る
さ

と
文
化
財
の
森
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
雲
峰
寺
の
境
内
林

も
こ
れ
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
に
檜
皮
の
採
取
が
行

わ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

①参道の石階段 

②仁王門（重文） 

③本堂（重文） 

④書院（重文） 

⑤庫裏（重文） 

⑥ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ（ｻｸﾗ） 

⑦宝物殿 

↑雲峰寺境内図 

妻面の特徴的装飾 

格子欄間 
蟇股 

懸魚 

檜の皮を剥ぐ職人を「原

皮師（もとかわし）」と

いう 



 
 

 

 
 

 

お
知
ら
せ  

 

※
申
込
み
・
文
化
財
課
ま
で 

（
☎ 
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日 
 

時 
 

八
月
二
十
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
午
後
四
時
頃 

 
 

集
合
場
所 

 

甲
州
市
役
所 

東
側
駐
車
場 

 
 

 
 

 

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 
 

 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 

 
七
月
の
で
き
ご
と 

【
群
馬
県
中
之
条
町
の
視
察
研
修
】 

 

七
月
五
日
（
火
）
に
群
馬
県
中
之
条
町
教
育
委
員
会
の
委

員
の
皆
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

中
之
条
町
に
は
上
条
と
同

じ
山
村
・
養
蚕
集
落
の
「
六

合
（
く
に
）
赤
岩
」
重
伝
建

地
区
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
上
条
の
成
り
立
ち
か
ら

建
造
物
の
特
徴
な
ど
、
集
落

の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。 

  

【
中
野
た
て
も
の
応
援
団
の
見
学
】 

 

七
月
十
日
（
日
）
に
中
野
た
て
も
の
応
援
団
の
皆
様
が
見

学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
平
成
十
六
年
度

に
行
わ
れ
た
（
財
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
上
条
調

査
及
び
報
告
書
作
成
に
携
わ
っ
た
方
も
い
て
、
上
条
の
風
景

を
懐
か
し
む
様
子
で
し
た
。
報
告
書
の
発
行
か
ら
約
十
年
経

過
し
て
お
り
、
そ
の
時
と
集
落
の
印
象
が
違
う
よ
う
な
気
が

す
る
と
か
、
道
や
庭
先
な
ど
集
落
全
体
が
綺
麗
に
な
っ
て
い

る
と
か
、
全
体
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ
た
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
上
条
集
落
を
大
い
に
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う

で
し
た
。 

 

お
住
ま
い
の
皆
様
の
心
が
け
が
そ
ん
な
印
象
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

【
第
八
回
上
条
集
落
見
学
会
】 

 

七
月
二
十
四
日
（
日
）
に
昨
年
度
か
ら
八
回
目
の
上
条
集

落
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
市
内
外
よ
り
七
名
の

参
加
が
あ
り
、
福
蔵
院
か
ら
集
落
内
へ
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
暑
す
ぎ
ず
歩
く
に
は
最
適
の

お
天
気
で
し
た
。
少
人
数
で
あ
っ
た
た
め
、
じ
っ
く
り
と
ご

案
内
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【集
落
入
り
口
に
看
板
を
付
け
ま
し
た
】 

 

小
田
原
橋
の
た
も
と
の
集
落
入
り
口
に
案
内
看
板
を
付
け

ま
し
た
。
看
板
が
見
に
く
い
、
も
っ
と
こ
う
し
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
、
な
ど
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 


